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正
倉
院
文
書
に
よ
る
と
、
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
～
七
六
四
）
の
造
東

大
寺
司
の
写
経
機
関
で
は
、
大
小
合
わ
せ
て
三
〇
余
り
の
写
経
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。
坐
上
経
時
に
は
、
書
写
量
と
書
写
期
間
に
応
じ
て
経
師
・
装
漬
・

校
生
ら
の
延
べ
人
員
が
見
積
ら
れ
、
各
所
か
ら
彼
ら
写
経
従
事
者
は
造
東
大

寺
司
に
召
集
さ
れ
て
い
た
が
、
経
師
ら
の
選
定
や
召
集
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
不
明
な
点
が
多
く
、
そ
の
内
実
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
－
単
発
的
に

し
か
も
短
期
間
に
実
施
さ
れ
る
写
経
事
業
で
は
、
能
筆
を
誇
る
人
材
が
集
中

的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
ら
の
選
定
・
召
集
の
あ

り
方
は
、
こ
う
し
た
写
経
の
需
要
を
満
た
し
え
た
当
時
の
下
級
官
人
層
の
実

態
を
理
解
す
る
上
で
も
、
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
に
は
ま
ず
、
各
写
経
に
ど
の
よ
う
な
経
師
・
装
漬
・
校
生
が

従
事
し
て
い
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　
小
稿
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
天
平
宝
字
年
間
の
経
師
・
装
漬

・
校
生
の
動
向
を
一
覧
化
し
、
後
考
に
備
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も

と
よ
り
、
こ
う
し
た
作
業
は
、
当
該
期
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
後
の
天
平
～

天
平
勝
宝
期
、
天
平
神
護
～
宝
亀
期
の
動
向
を
把
握
し
た
上
で
果
た
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
臓
大
な
写
経
関
係
文
書
の
中
か
ら
経
師
ら

の
動
向
を
適
確
に
抽
出
す
る
に
は
、
多
大
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
。

そ
れ
故
、
他
の
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
の
作
業
の
進
展
に
委
ね
、
小
稿
で
は

天
平
宝
字
年
間
に
限
っ
て
の
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
経
師
・
装
漬
・
校
生
の
動
向
一
覧
」
に
つ
い
て

　
衿
心
の
「
経
師
・
早
漬
・
校
生
の
動
向
一
覧
」
（
以
下
、
一
覧
表
と
略
記
）
は
、

写
経
従
事
者
名
の
知
ら
れ
る
二
一
度
の
写
経
を
対
象
に
整
理
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
大
規
模
写
経
と
し
て
知
ら
れ
る
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
六
月
～
七
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月
の
F
称
讃
浄
土
経
一
八
○
○
巻
書
写
で
は
、
写
経
従
事
蛍
雪
は
ご
く
一
部

し
か
伝
わ
ら
ず
、
同
年
七
月
に
七
六
〇
巻
で
打
ち
切
り
と
な
っ
た
一
切
経
書

写
や
他
年
度
の
中
小
規
模
の
写
経
で
も
全
く
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が

　
（
3
V

あ
る
な
ど
、
史
料
上
の
制
約
が
あ
る
た
め
一
覧
表
に
は
当
該
期
の
写
経
全
般

に
つ
い
て
の
動
向
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
全
体
の
三
分
の
二
に
及

ぶ
写
経
の
従
事
者
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
中
に
は
F
や
一
切
経
七
六
〇

巻
書
写
を
除
く
他
の
大
規
模
写
経
（
B
～
E
・
H
・
1
・
L
・
R
・
T
の
各

写
経
）
が
す
べ
て
含
ま
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
す
る
と
、
こ
の
一
覧
表
で
も
っ

て
天
平
宝
字
年
間
の
写
経
従
事
者
の
動
向
が
、
ほ
ぼ
見
通
せ
る
も
の
と
考
え

る
。　

以
下
、
一
覧
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
留
意
し
た
点
、
整
理
方
法
、
典
拠
な

ど
を
五
点
注
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ω
人
名

　
経
師
・
装
潰
・
校
生
別
に
掲
出
し
た
人
名
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
付
し
、

兼
務
の
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
を
人
名
の
左
側
に
記
し
て
お
い
た
。
人
名
は
、

各
写
経
の
行
な
わ
れ
た
順
に
、
布
施
申
請
文
・
筆
墨
直
充
帳
・
紙
翠
帳
・
本

営
帳
・
紙
上
帳
・
校
主
な
ど
の
記
載
順
を
参
考
に
し
て
配
列
し
た
。
人
名
の

表
記
は
、
竹
内
理
三
・
山
田
英
雄
・
平
野
邦
雄
編
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
～
七
七
年
。
以
下
『
人
名
辞
典
』
と
略
記
）
に
従
い
、
名

前
の
一
部
を
異
に
す
る
人
物
が
同
一
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
も
原
則
と

し
て
こ
れ
に
拠
っ
た
。
し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
一
一
人
に
つ
い
て
は
判
断
を

異
に
す
る
の
で
、
以
下
そ
の
理
由
を
略
記
し
て
お
く
。

　
　
［
経
師
］
1
8
丸
型
人
主
・
2
0
三
嶋
県
主
百
重
・
5
4
大
窪
石
弓
　
『
大
日

　
　
本
古
文
書
』
に
よ
る
と
、
R
の
写
経
を
伝
え
る
七
百
巻
経
清
紙
筆
墨
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
　
続
々
修
＋
ノ
＋
九
、
五
ノ
四
一
八
～
四
三
二
）
で
は
上
部
人
山
呂
が
、
B
の

　
　
写
経
を
伝
え
る
金
剛
般
若
経
紙
充
帳
（
続
々
修
八
ノ
＋
三
、
＋
三
ノ
三
一
八

　
　
～
三
三
一
）
で
は
三
嶋
百
足
が
そ
れ
ぞ
れ
用
紙
を
充
て
ら
れ
、
D
の
写

　
　
経
を
伝
え
る
経
師
等
被
充
帳
案
（
続
々
修
四
＋
四
ノ
四
、
＋
四
ノ
ニ
六
一
～

　
　
二
六
五
）
で
は
大
窪
石
万
呂
が
被
を
充
て
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
人

　
　
名
辞
典
』
は
、
こ
れ
よ
り
黒
部
人
万
呂
・
三
嶋
百
足
・
大
窪
石
万
歳
の

　
　
項
を
立
て
、
丸
部
人
主
・
三
嶋
県
主
百
兄
・
大
窪
石
弓
と
は
別
人
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
定
心
写
真
で
当
該
箇
所
の
人
名
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
人
万
呂
は
人
主
、
百
足
は
百
兄
、
石
万
呂
は
石
弓
と
読
め
る
の
で
、
い

　
　
ず
れ
も
『
大
日
本
古
文
書
』
の
誤
読
と
判
断
さ
れ
る
。

　
　
［
同
］
2
1
山
部
宿
禰
吾
方
万
呂
・
幽
秦
太
草
（
渠
）
　
『
人
名
辞
典
』

　
　
で
は
、
山
部
宿
禰
吾
方
万
呂
と
屋
部
県
万
呂
を
、
秦
太
草
と
秦
太
喪
を

　
　
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
参
加
し
た
こ
と
に
な
る

　
　
D
の
写
経
の
経
師
関
係
の
帳
簿
類
を
見
る
と
、
県
万
呂
と
太
喪
の
名
が

　
　
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
吾
方
万
呂
と
太
草
の
名
が
認
め
ら
れ
な
い
後

　
　
金
剛
般
若
経
写
上
注
文
（
続
々
修
二
士
ニ
ノ
五
言
、
＋
四
ノ
一
六
四
～
一
六
六
）

　
　
で
あ
り
、
同
注
文
に
記
さ
れ
た
写
上
数
（
写
し
終
え
た
経
巻
数
）
は
、
経

　
　
師
別
に
書
上
数
（
写
上
空
に
同
じ
）
を
記
録
し
た
千
二
百
巻
金
剛
般
若
経

　
　
書
上
帳
（
続
々
修
三
＋
六
ノ
ニ
、
＋
四
ノ
＝
二
七
～
＝
ハ
一
）
の
吾
方
士
呂
と
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太
草
の
も
の
に
］
致
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
南
帯
呂
と
吾

方
万
呂
、
太
甕
と
太
草
は
同
一
人
と
判
断
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
屋
と
山
、

県
と
白
方
、
渠
と
草
が
音
通
す
る
こ
と
か
ら
、
二
様
の
表
記
が
併
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

［
同
］
2
4
安
宿
公
広
成
　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
、
E
の
写
経
を
伝

え
る
筆
墨
直
流
帳
（
続
々
修
三
＋
ニ
ノ
五
、
＋
四
ノ
三
四
五
～
三
四
六
）
に
安

宿
広
川
が
筆
墨
直
銭
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
人
名
辞
典
』

は
、
こ
れ
よ
り
安
宿
広
川
と
安
宿
公
広
成
と
は
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
が
、
紙
焼
写
真
を
見
る
と
当
該
箇
所
の
人
名
は
広
川
と
は
読
み
難
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
大
日
本
古
文
書
』
が
川
と
読
ん
だ
文
字
は
、
字

画
の
一
部
が
朽
損
す
る
た
め
判
読
し
に
く
い
状
態
に
あ
る
が
、
こ
れ
を

む成
と
読
ん
で
、
同
じ
く
E
の
写
経
を
伝
え
る
四
十
五
部
法
華
経
充
本
帳

（
続
々
修
五
ノ
＋
四
、
＋
四
ノ
ニ
八
八
～
二
九
三
）
に
三
度
登
場
す
る
安
宿
広

む成
と
同
一
人
と
見
な
し
て
も
、
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

［
同
］
4
4
広
田
連
（
辛
）
毛
人
・
6
7
広
田
連
（
辛
）
広
浜
　
　
『
人
名
辞

典
』
で
は
、
C
の
写
経
を
伝
え
る
千
手
千
眼
井
玉
絹
索
薬
師
経
書
上
帳

（
続
々
修
七
ノ
六
、
＋
三
∠
二
八
七
～
四
一
四
）
な
ど
に
見
え
る
斑
毛
人
・
辛

広
浜
を
、
布
施
申
請
文
案
の
天
平
宝
字
二
年
九
月
五
日
付
東
寺
写
経
所

解
案
（
続
修
別
集
二
＋
、
四
ノ
三
〇
一
～
三
＝
）
に
記
載
さ
れ
た
広
田
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

人
・
広
田
広
浜
と
は
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
広
田
姓
は

C
の
写
経
関
係
帳
簿
に
は
見
え
ず
、
布
施
申
請
文
案
に
記
さ
れ
た
毛
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
広
浜
の
事
績
は
、
書
上
帳
な
ど
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
れ
故
、

広
田
毛
人
と
起
毛
人
、
広
田
広
浜
と
辛
広
浜
は
同
一
人
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
二
人
は
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
九
月
中
卯
（
十
日
）
条

に
「
右
京
人
士
六
位
上
下
男
床
等
一
十
六
人
賜
姓
広
田
連
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

る
改
氏
姓
に
預
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

［
同
］
㎜
高
情
二
身
　
『
人
名
辞
典
』
で
は
、
高
を
高
屋
連
の
略
称
と

見
な
し
、
高
岡
万
呂
と
高
屋
連
赤
麻
呂
を
同
一
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
面
、
官
位
が
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
両
者
は
別
人
の

可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
す
る
。
H
の
写
経
の
布
施
申
請
文
案
で
あ
る
奉

写
一
切
経
所
百
道
（
続
々
修
ニ
ノ
一
、
＋
五
ノ
一
〇
三
～
一
一
九
）
に
は
、
三

人
の
題
師
、
高
赤
万
端
を
含
む
＝
二
〇
人
の
経
師
、
二
二
人
の
校
生
、

一
〇
人
の
装
漬
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
姓
を
省
略
し

て
も
氏
名
の
一
部
を
略
し
て
記
載
す
る
方
式
は
と
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
高
赤
万
呂
と
高
屋
連
荘
麻
呂
は
、
別
人
と
見
な
し
て
お
き
た

い
。

［
同
］
珊
刑
部
真
綱
　
『
大
日
本
古
文
書
』
に
よ
る
と
、
H
の
写
経
を

伝
え
る
天
平
宝
字
四
年
九
月
二
十
七
日
付
書
写
一
切
経
所
経
師
等
召
文

（
続
々
修
三
ノ
四
裏
、
＋
五
ノ
四
四
四
～
四
四
五
）
に
は
刑
部
真
綱
の
、
布
施

申
請
文
案
で
あ
る
奉
写
一
切
経
所
解
毒
（
前
掲
）
で
は
経
師
の
一
人
に

刑
部
葛
綱
の
名
を
記
し
て
い
る
が
、
布
施
申
請
文
案
の
当
該
箇
所
の
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

焼
写
真
を
見
る
と
、
直
綱
は
真
栄
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
人

名
辞
典
』
で
は
、
刑
部
直
綱
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

［
校
生
］
1
1
安
都
犬
（
牛
）
養
　
　
『
人
名
辞
典
』
は
、
安
都
犬
養
と
安 53308
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都
牛
養
を
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
が
参
加
し
た
こ

と
に
な
る
C
の
写
経
関
係
史
料
で
は
、
牛
養
の
名
が
見
え
る
の
は
、
犬

養
の
名
が
認
め
ら
れ
な
い
二
通
の
布
施
申
請
文
案
（
い
ず
れ
も
天
平
宝
字

二
年
九
月
五
日
付
東
寺
写
経
所
解
法
、
一
通
は
前
掲
、
他
の
一
通
は
続
々
修
四
十
四

ノ
六
野
及
び
＋
八
ノ
三
時
、
＋
四
ノ
四
九
～
四
五
）
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
記

さ
れ
た
校
紙
数
は
、
校
生
別
に
校
紙
数
を
記
録
し
た
千
手
千
怪
態
新
絹

索
薬
師
経
校
帳
（
続
々
修
二
＋
六
ノ
八
、
＋
三
ノ
四
二
七
～
四
三
〇
）
の
犬
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

の
も
の
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
れ
よ
り
、
牛
養
と
犬
養
は
同
一
人
と
見

ら
れ
る
が
、
牛
と
犬
が
併
用
さ
れ
た
理
由
は
、
定
か
で
な
い
。
た
だ
、

布
施
申
請
文
案
の
一
つ
に
「
安
都
痔
養
」
（
四
ノ
三
一
〇
）
と
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

犬
を
牛
と
書
き
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
文
案
作
成
者
が
犬
養

を
牛
耳
と
誤
認
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
②
写
経
歴

　
当
該
期
以
外
で
の
写
経
歴
を
示
す
た
め
に
、
天
平
年
間
は
三
期
に
、
天
平

勝
宝
年
間
は
二
期
に
、
天
平
神
護
～
宝
亀
年
間
は
一
期
と
し
て
便
宜
的
に
区

分
し
、
『
人
名
辞
典
』
を
参
照
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
写
経
活
動
に
従

事
し
て
い
た
場
合
に
は
＊
印
を
付
し
た
。
こ
こ
で
の
写
経
歴
は
、
造
東
大
寺

司
及
び
そ
の
前
身
の
金
光
明
寺
造
物
所
の
写
経
機
関
、
皇
后
宮
職
の
写
経
機

関
で
の
も
の
を
さ
す
が
、
一
部
こ
れ
以
外
で
の
写
経
歴
を
持
つ
も
の
が
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
＊
印
に
括
弧
を
付
し
て
示
し
た
。

　
㈹
写
経
の
時
期
区
分

　
天
平
宝
字
年
間
の
写
経
活
動
に
は
三
つ
の
盛
行
期
が
あ
る
の
で
、
元
年
か

ら
三
年
ま
で
を
1
期
、
四
年
か
ら
五
年
ま
で
を
潮
面
、
六
年
～
八
年
ま
で
を

皿
期
と
し
て
二
一
の
写
経
を
三
期
目
区
分
し
た
。
各
写
経
の
期
間
は
、
B
・

C
・
D
・
H
・
1
・
K
・
L
・
N
・
T
は
書
写
作
業
の
開
始
か
ら
仕
上
げ
の

装
漬
作
業
が
修
了
す
る
ま
で
の
期
間
を
、
他
は
書
写
作
業
の
期
間
（
一
部
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

定
を
含
む
）
を
示
し
て
お
い
た
。

　
ω
写
経
活
動
を
め
ぐ
る
表
示

　
経
師
・
装
漬
・
校
生
の
写
経
へ
の
か
か
わ
り
方
を
示
す
た
め
に
、
充
紙
帳

（
も
し
く
は
書
上
帳
）
・
紙
上
帳
・
校
帳
が
残
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な

表
示
方
法
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
書
写
・
装
漬
・
校
正
の
豊
作
長
期
間
を

六
期
に
等
分
し
、
第
一
期
か
ら
第
六
期
ま
で
の
参
加
者
に
は
○
印
、
第
一
期

か
ら
参
加
し
て
第
五
期
以
前
に
作
業
か
ら
離
れ
た
場
合
に
は
●
印
、
第
二
期

以
降
か
ら
第
六
期
ま
で
の
参
加
者
に
は
△
印
、
第
二
期
以
降
に
参
加
し
て
第

五
期
以
前
に
作
業
か
ら
離
れ
た
場
合
に
は
▲
印
、
当
初
の
参
加
予
定
が
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

か
の
事
情
で
取
り
止
め
と
な
っ
た
も
の
に
は
×
印
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
た
。
ま

た
、
C
の
写
経
に
お
い
て
、
各
印
の
右
肩
に
＋
を
付
し
た
も
の
は
、
写
経
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

令
が
出
さ
れ
て
間
も
な
く
開
始
さ
れ
た
千
手
千
畳
経
二
〇
巻
書
写
の
参
加
者

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
右
以
外
の
写
経
で
は
、
参
加
の
有
無
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

　
な
お
、
経
典
の
題
目
を
書
写
し
た
場
合
に
は
題
と
記
し
、
推
測
に
よ
る
表
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山本幸男
示
に
は
国
印
に
括
弧
を
付
し
て
お
い
た
。

　
A
～
U
の
各
写
経
に
お
け
る
経
師
・
装
漬
・
校
生
の
動
向
を
知
る
た
め
に

使
用
し
た
主
な
史
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
A
　
天
平
勝
宝
九
歳
七
月
九
日
付
般
若
心
経
百
巻
布
施
注
文
（
続
々
修

　
　
四
十
ニ
ノ
一
、
十
三
ノ
ニ
ニ
三
～
二
二
四
、
正
集
四
十
五
裏
、
四
ノ
ニ
一
二
五
～
二
三

　
　
六
）
。

　
　
B
・
C
　
金
剛
般
若
経
紙
誌
帳
（
前
掲
）
、
金
剛
般
若
書
作
映
帳
（
続
々

　
　
修
八
ノ
＋
四
、
＋
三
ノ
三
五
三
～
三
五
六
）
、
充
千
手
四
十
井
新
羅
索
薬
師
経

　
　
紙
帳
（
続
々
修
七
ノ
五
、
＋
三
ノ
四
三
五
～
四
六
二
）
、
千
手
千
眼
井
新
羅
索

　
　
薬
師
経
書
上
帳
（
前
掲
）
、
千
手
千
三
井
新
羅
索
薬
師
経
辛
漬
紙
上
帳
（
続

　
　
々
修
八
ノ
ニ
、
＋
三
ノ
四
二
三
～
四
二
六
）
、
千
手
千
眼
下
新
羅
索
薬
師
経
装

　
　
漬
充
書
造
経
帳
（
続
々
修
八
ノ
三
、
＋
三
ノ
四
一
九
～
四
二
〇
）
、
千
手
千
眼

　
　
井
新
参
索
薬
師
経
校
帳
（
前
掲
）
。

　
　
D
　
一
千
二
百
巻
金
剛
般
若
壁
紙
充
帳
（
続
々
修
三
＋
六
ノ
ニ
、
＋
四
ノ
一

　
　
一
七
～
一
三
七
）
、
千
二
百
巻
金
剛
般
若
経
書
上
帳
（
前
掲
）
、
後
金
剛
般

　
　
若
経
翁
漬
紙
上
帳
（
続
々
二
八
ノ
＋
五
、
＋
四
ノ
一
六
六
～
一
六
九
）
、
後
金

　
　
剛
般
若
経
校
帳
（
続
々
吊
雲
ノ
＋
二
、
＋
四
ノ
一
九
一
～
一
九
四
）
。

　
　
E
　
写
経
料
紙
充
帳
（
京
都
・
小
川
広
巳
氏
蔵
、
二
＋
五
ノ
ニ
五
六
～
二
五
九
）
、

　
　
四
十
五
部
法
華
経
装
漬
充
造
物
帳
（
続
々
修
二
＋
八
ノ
＋
八
、
＋
四
ノ
三
二

　
　
二
～
三
二
三
）
、
四
十
五
部
法
華
経
校
帳
（
続
々
修
五
ノ
±
二
、
＋
四
ノ
＝
＝

　
　
九
～
三
一
二
）
。

　
　
F
　
天
平
宝
字
四
年
六
月
八
日
置
文
部
省
経
師
歴
名
（
続
々
修
三
＋
七
ノ

九
裏
、
＋
四
ノ
三
四
六
、
続
々
修
三
ノ
四
裏
、
＋
四
ノ
三
四
七
）
、
同
四
年
六
月

十
一
日
付
東
寺
写
経
所
移
案
（
続
々
修
＋
八
ノ
六
、
＋
四
ノ
三
九
七
～
三
九

八
）
、
同
四
年
七
月
二
十
一
日
付
供
奉
校
生
舎
人
歴
年
（
続
々
修
三
ノ
四
裏
、

＋
四
ノ
三
五
九
）
、
同
四
年
七
月
二
十
二
日
付
校
生
腰
張
二
通
（
続
々
修
三

ノ
四
裏
、
十
四
ノ
三
五
九
～
三
六
〇
）
。

G
　
天
平
宝
字
四
年
十
月
十
九
日
付
東
大
寺
写
経
布
施
奉
請
状
（
続
々

修
四
十
一
ノ
三
、
四
ノ
四
四
一
～
四
四
四
）
。

H
　
奉
写
一
切
経
土
筆
案
（
前
掲
）
。

1
　
石
山
院
大
般
若
経
論
重
扇
（
続
々
修
＋
八
ノ
ニ
、
五
ノ
一
〇
七
～
＝

○
）
、
天
平
宝
字
六
年
七
月
二
十
五
日
付
造
石
山
院
所
庭
師
（
続
修
九
、

続
々
修
四
十
七
ノ
四
、
十
干
九
、
続
々
修
四
十
六
ノ
七
、
い
ず
れ
も
『
大
日
本
古
文

　
　
（
1
5
）

書
』
未
収
）
。

J
　
写
経
料
紙
充
用
注
文
（
続
々
修
＋
八
ノ
ニ
、
五
ノ
四
五
七
～
四
五
八
）
。

K
　
奉
写
灌
頂
経
料
紙
筆
墨
世
智
（
続
々
修
＋
ノ
四
、
＋
六
ノ
五
二
～
五
四
）
、

奉
写
灌
頂
経
料
紙
墨
潰
黒
斑
帳
（
続
々
修
＋
ノ
ニ
、
＋
六
ノ
五
〇
～
五
二
）
、

灌
頂
経
十
二
部
校
帳
（
続
々
修
＋
ノ
　
、
＋
六
ノ
五
六
～
五
七
）
。

L
　
奉
上
二
部
大
般
若
経
料
紙
筆
墨
充
帳
（
続
々
修
四
ノ
六
、
＋
六
ノ
一
三

九
～
一
六
四
）
、
奉
二
二
部
大
般
若
両
紙
装
漬
充
帳
（
続
々
修
四
ノ
＋
一
、
＋

六
ノ
＝
二
七
～
＝
二
八
）
。

M
　
二
部
大
般
若
経
本
軽
軽
（
続
々
修
四
ノ
九
、
＋
六
ノ
一
六
四
～
一
七
〇
）
。

N
　
仁
王
経
疏
本
充
帳
（
続
々
修
九
ノ
八
、
＋
六
ノ
三
一
九
～
三
二
二
）
。

0
　
奉
写
梵
網
経
塔
四
分
舎
営
紙
帳
（
続
々
修
＋
ノ
＋
二
、
＋
六
ノ
三
五
七

55306
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～
三
五
九
）
、
奉
写
梵
網
経
理
四
分
律
紙
充
生
漬
帳
（
続
々
修
＋
ノ
＋
三
、

十
六
ノ
三
三
四
～
三
三
六
）
。

P
　
（
天
平
宝
字
）
七
年
三
月
目
日
付
法
華
経
二
部
奉
写
注
文
（
続
々
修

十
ノ
十
一
、
十
六
ノ
一
二
六
二
）
。

Q
　
仁
王
経
疏
本
翠
帳
（
前
掲
）
、
乱
撃
七
百
巻
経
装
漬
紙
上
帳
（
続
々

修
十
ノ
ニ
十
一
、
十
六
ノ
三
六
四
～
三
六
七
）
。

R
　
七
百
巻
経
充
紙
筆
古
帳
（
前
掲
）
、
奉
写
七
百
巻
経
装
漬
紙
上
帳
（
前

掲
）
、
七
百
巻
経
校
帳
（
続
々
修
＋
ノ
＋
七
、
＋
六
ノ
三
八
七
～
三
八
九
）
。

S
　
珊
巻
経
充
本
陣
（
続
話
芸
集
三
＋
九
、
五
ノ
四
四
九
～
四
五
一
）
、
奉
写

四
十
巻
経
紙
罵
言
漬
帳
（
続
々
修
＋
ノ
ニ
＋
九
、
＋
六
ノ
四
一
四
～
四
一
五
）
。

T
　
大
般
若
経
料
紙
充
帳
（
続
々
修
四
ノ
＋
九
、
＋
六
ノ
五
三
七
～
五
四
八
）
。

U
　
奉
写
経
注
文
案
（
続
々
修
四
ノ
＋
三
、
＋
六
ノ
五
六
〇
～
五
六
↓
）
。

　
㈲
位
階
と
所
属
も
し
く
は
身
分

　
各
写
経
に
従
事
し
た
経
師
・
甘
漬
・
校
生
の
中
で
、
位
階
と
所
属
も
し
く

は
身
分
の
知
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
～
当
期
ご
と
に
表
記
し
、
同
一
期

に
位
階
な
ど
に
異
動
の
あ
る
場
合
に
は
、
↓
印
を
も
っ
て
示
し
た
。
な
お
、

天
平
宝
字
二
年
八
月
二
十
五
日
に
官
号
の
一
部
が
改
易
さ
れ
る
が
、
同
八
年

九
月
二
十
二
日
に
廃
さ
れ
旧
に
復
す
る
（
い
ず
れ
も
『
日
日
本
紀
』
）
の
で
、
煩

を
避
け
て
同
五
年
に
停
廃
さ
れ
る
紫
微
中
台
（
坤
昇
官
）
以
外
は
、
改
易
官

号
の
併
記
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。

　
1
～
皿
の
各
期
に
お
け
る
経
師
・
装
潰
・
校
生
の
位
階
・
所
属
・
身
分
を

知
る
た
め
に
依
拠
し
た
史
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
1
期
　
写
経
所
経
師
以
下
上
日
帳
（
続
々
修
二
＋
四
ノ
五
、
±
ニ
ノ
ニ
〇
二

　
　
～
二
〇
四
）
、
天
平
宝
字
二
年
六
月
十
八
日
付
中
島
写
経
所
写
手
進
送
文

　
　
（
続
々
修
八
ノ
＋
九
裏
、
＋
三
ノ
ニ
三
六
～
二
一
二
七
）
、
同
二
年
六
月
二
十
二

　
　
日
付
僧
平
仁
経
師
進
上
解
（
続
々
修
八
ノ
＋
掌
裏
、
＋
三
ノ
三
＝
二
）
、
同
二

　
　
年
七
月
十
四
日
付
東
大
寺
請
経
文
（
続
々
修
三
＋
四
ノ
＋
裏
、
＋
三
ノ
三
八

　
　
三
～
三
八
四
）
、
同
二
年
九
月
五
日
付
東
寺
写
経
所
解
案
二
通
（
B
と
C
の

　
　
写
経
の
布
施
申
請
文
案
、
い
ず
れ
も
前
掲
）
、
同
二
年
十
月
号
日
付
東
寺
写
経

　
　
所
解
（
続
々
修
＋
八
ノ
六
裏
、
四
ノ
三
四
〇
）
、
同
二
年
十
一
月
三
日
付
東
寺

　
　
写
経
所
出
案
（
D
の
写
経
の
布
施
申
請
文
案
、
続
々
修
四
十
五
ノ
三
裏
、
十
四
ノ

　
　
ニ
ニ
六
～
二
三
四
）
。

　
　
E
期
　
（
天
平
宝
字
四
年
二
月
）
造
東
寺
司
影
青
（
続
々
修
＋
八
ノ
六
、
＋
四

　
　
ノ
三
六
七
）
、
同
四
年
閏
四
月
二
十
六
日
付
東
寺
写
経
所
移
案
二
通
（
続

々
修
＋
八
ノ
六
、
＋
四
ノ
三
九
三
）
、
同
四
年
六
月
八
日
付
文
部
省
経
師
歴

名
（
前
掲
）
、
同
四
年
六
月
十
一
日
付
東
寺
写
経
所
移
案
（
続
々
修
＋
八
ノ

六
、
＋
四
ノ
三
九
七
～
三
九
八
）
、
同
四
年
六
月
二
十
五
日
付
奉
造
丈
六
観

世
音
菩
薩
料
雑
物
等
請
来
注
文
（
正
集
五
、
四
ノ
四
二
〇
～
四
二
五
）
、
同

四
年
六
月
二
十
九
日
付
東
寺
奉
写
経
所
解
案
（
続
々
修
＋
八
ノ
六
、
＋
四

ノ
四
〇
五
～
四
〇
六
）
、
同
四
年
七
月
二
十
一
日
付
供
奉
校
生
舎
人
官
名
（
前

掲
）
、
同
四
年
七
月
二
十
二
日
付
校
生
歴
名
（
前
掲
）
、
同
四
年
十
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
マ
　

九
日
付
東
大
寺
写
経
布
施
奉
請
状
（
前
掲
）
、
同
四
年
十
日
付
母
宮
官
舎

人
選
葛
二
男
足
校
生
帯
心
文
（
続
修
別
集
四
＋
七
、
四
ノ
四
五
九
）
、
同
五

30556



山本幸男
　
　
年
正
月
六
日
付
奉
写
一
切
経
野
羊
案
（
続
々
修
三
ノ
四
、
＋
五
ノ
一
～
三
）
、

　
　
同
五
年
正
月
十
二
日
付
装
束
忌
日
御
斎
会
司
牒
案
（
続
々
修
三
ノ
四
、
＋

　
　
五
ノ
三
、
続
修
＋
九
裏
、
＋
五
ノ
三
）
、
同
五
年
正
月
十
五
日
付
装
束
忌
日

　
　
御
斎
会
司
牒
案
二
通
（
続
修
二
＋
裏
、
＋
五
ノ
五
～
六
、
続
々
修
三
ノ
四
、
＋

　
　
五
ノ
六
）
、
同
五
年
五
月
九
日
付
奉
写
一
切
経
所
解
案
（
続
々
修
三
ノ
四
、

　
　
十
五
ノ
五
六
～
五
七
）
。

　
　
皿
期
　
天
平
宝
字
六
年
九
月
二
日
付
奉
写
勅
旨
大
般
若
経
所
移
案
三
通

　
　
（
続
修
二
十
六
裏
、
十
六
ノ
一
～
二
、
続
修
十
九
裏
、
十
六
ノ
ニ
～
三
、
続
修
四
十

　
　
九
裏
、
＋
六
ノ
三
）
、
同
六
年
閏
十
二
月
二
十
一
日
付
奉
写
灌
頂
経
所
解

　
　
案
（
続
々
修
＋
ノ
八
、
＋
六
ノ
一
七
二
～
　
七
四
）
、
同
六
年
十
二
月
二
十
三

　
　
日
付
土
師
名
道
経
師
貢
進
啓
（
続
々
修
四
ノ
ニ
＋
一
、
＋
六
ノ
一
一
二
）
、
同

　
　
七
年
正
月
十
四
日
付
造
物
所
解
（
続
々
修
二
＋
四
ノ
七
、
＋
六
ノ
三
一
八
～

　
　
三
一
九
）
、
同
七
年
四
月
十
三
日
付
奉
写
御
執
経
所
請
経
文
（
続
修
別
集
四
、

　
　
五
ノ
四
三
三
～
四
三
四
）
、
同
七
年
五
月
十
四
日
付
東
大
寺
写
経
所
牒
案
（
続

　
　
修
四
＋
七
裏
、
＋
六
ノ
三
八
三
～
三
八
四
）
、
（
同
）
八
年
十
月
三
日
付
造
東
大

　
　
寺
司
移
文
案
（
続
修
別
集
三
＋
八
、
五
ノ
四
九
四
～
四
九
六
）
、
御
願
大
般
若

　
　
経
経
師
等
上
日
井
行
事
案
帳
（
続
修
別
集
一
、
＋
七
ノ
一
～
七
）
。

　
以
上
の
他
に
、
辻
善
之
助
・
久
松
潜
一
監
修
、
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
』

中
巻
（
一
九
六
二
年
訂
正
初
版
、
東
京
堂
出
版
）
六
一
〇
～
六
四
〇
ペ
ー
ジ
に
収

載
す
る
「
経
典
蹴
語
」
も
参
照
し
た
。

一
覧
表
に
も
と
つ
く
経
師
・
装
漬
・
校
生
の
動
向
分
析
、
各
写
経
時
に
お

け
る
彼
ら
の
選
定
・
召
集
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
は
、

改
め
て
果
た
し
た
い
と
思
う
。

稿
を
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経師・装1黄・校生の動向一覧（天平宝字元年〈757＞～8年〈764＞）
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一

　人　　　名

本文注記の（1）

を参解

38将軍水通
39絢綾部忍国

40　韓国部出国梓

41　日置小張

42万掌記万呂
43　高東人
44　広田連（辛）毛人

45　小治田宿禰人君

46　中臣樹屋連鷹取

47　丈部忌寸浜足

48張阿古麻呂
49　坂上忌寸建万呂

50葛木豊足
51安子石勝
52十市民万呂
53万昆公麻呂
54大窪石弓
55開張兄麻呂

56　神門臣雪上

57㈱上毛野名医麻呂

58建部広足
59　吉紀県主久比麻呂

60　岡屋君田足

61楢曰佐河内
62壁皿部益国
63　尾張広足

64　山口伊美吉子虫

65掃守笠万呂
66　収益人

67　広田連（辛）広浜

68　垂水野人

69常世連馬人
70韓国連千村
71　錦部小豆君麻呂

72　世語戸広万呂

73　道守臣公麻呂

74佐太忌寸橘

75秦曼子
76海部豊成
77茨田田野
78　土師宿　乙主
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×

○
○
○
○
○
●

D

2年9月

3年4唱

題
▲

△
○

A

△
△
△
△

LA－ts

0

O

●
△

0

○
○

LA）

l
l

期

E

　4ヰ

正～1月

参

参

0

○
○

o

F

4年

6～7月

参

参

参

G

4年

7一一11月

H

4年8月

，年5月

参

参

参

参
参
参
参

参
参
参
参

参

参

参

皿 期

1

6年

2～12月

参

参
参

J

sf
7月つ

参

K

6年12月

ア年。月

O

L

6年閏
12月、
7年4月

0

0

o

△
○

M

6年閏
且2月～7

年4月ワ

参

参

参

N

閏
覇

顎
年　
1
7

参

。

7年

2～5月

P

7年

2～3月

Q

年
月

ア
　
4

R

7年

4～6月

o

○
●

s

ヲ年

ワ月

参

T

8年

8～且2月

A

△
○

A

o

U

8年

10月

参
参

位階と所　もしくは身分

本文注記の（5）

を参照

“1従8下散位
1少初上散位

写経歴

天
平
神
護
～
宝
亀

II大初上式部省書生皿従8上半

1白丁

1白丁
1主位式部省書生

1元口左大舎人皿馬車上

1少目下散位
1白丁　　　　　　＊
1皿少初上式部省書生　　　＊

1白丁
1国初下右大舎人

1白丁　　　　　　＊

1白丁　　　　　　＊
1少初上鴨宮官〔守口中台）舎人

｝欝欝

1羽越坤宮官〔紫微中台）二選

皿正7上製大舎人

1正8上右大舎人

1少初上散位
ーー

1少初上→大初上散位皿少初上同

1甲山下散位　　　＊
1従7上太政官史生

1従8上式部省史生

ll従8上民部省史生

1従8上民部省史生

1正8上大蔵省史生

1少初右弁官史生

II大初上刑部省史生

1元位式部省書生

1大初下式部省留省

1元位式部省書生

1白丁

1白丁
1元位兵部ノ　生皿　。’ 生

＊

2

N
O
。
っ



g

む
爬
思

　人

本文注記の（1）

を参照

79。倭画師準弓。

一8Q同種麻呂

81粟田君足
。8乳土師宿禰五百国

83　難波真人高屋

84　大宅絶筆

85長里若万呂
86史戸主万呂
87全国連毛人
88血忌寸豊穂
89万昆神恵
90刑部諸国
91秦大土
92飼大友路万呂

93櫟井曲馬養
94三嶋老人
95張布治麻呂
96　額田上職万呂

97三嶋鹿養
98縷野守
99足奈太須
100酒林人成
101　小治田乙成

102　壬生人成

103　若湯坐東人

104　区画草（棄）

105万昆天主
106　石津連真人

107　山田史浄人

108縷用益
109間人道嶋
llO　腹面部乙山

lll　引田枚成

112　穴太上万呂

l13敦賀公万呂

114竹志嶋足
l15　上村主虫麻呂

116　三尾子牛甘

117　三嶋県主宗麻呂

118　采女立万呂

119　msiE．M

歴

天
平
一
〇
年
以
前

＊

＊

＊

＊

卓

同
二
～
一
五
年

＊

＊

＊

＊

同
一
占
ハ
～
二
〇
年

＊

寧

天
平
勝
宝
元
～
四
年

＊

零

宰

＊

卓

同
五
～
八
歳

一一＊　一

＊

零

＊

＊

1

A

元年

6～7月

B

2年

6～10月

参

C

2年

7～ll月

Q
O
Q
●
Q
O
O
馴
○
つ
8
Q
3
Q
Q
・
Q
x
×
8
Q
O
・
○
O
Q
△
△
△
○
△
△
△
▲
▲
題

D

2年9月

3年4月

．Q

△
，

△
×
●
○
○
●
△
○
○
○
○

○
●
○

o

○
○
●

O
Q
O
OA

豆

E

　4年

正～3月

参

参一

x

参

0

F

4年

6～7月

参

・
参

参

G

4年

7～11月

H

4年8月

5年⊃月

参

参

参

参
参
参

参
参

参

参
参
参

参

参
参

参

参

皿 期

1

6年

2一・12月

参

参

J

年
～
彫

6
2
7

参

K

5年且2月

7年5月

o

L

6年閏
12月、
7年4月

0

Q

A

o

M

6年閏
12月、7
年4月？

参

参

参

N

6年閏
12月～

7年2月

参

。

7年

2～5月

P

7年

2一一3月

Q

7年

4月

参

R

7年

4、6月

Q

Q

s

年
月
7
　
7

参

T

8年

S～12月

o

A

o

U

8年

10月

参

　と　もしくは分

本文注記の（5）

を参照

写

天
平
神
護
～
宝
亀

1元位左京職史生1左京職史生

繍
1従8下弾正台史生皿弾正台史生

麟轟，］「
1正8上大当地史生m同散位

1従8上散位
1白丁→元位式部省位子

1少初下散位→白丁

1白丁

1少初下散位
1白丁
1従7下〔上Y散位皿従ア下同

1大初上散位

1白丁

1白丁
1少初上式部省位子

1白丁

1従8下散位皿正8上目

1白丁

1霊位図書寮書生

1正8上治部省史生皿従ア上同

1白丁

1白丁

1白丁

1式部省蔭孫

1白丁

1白T
I白丁

1正6下内記
1白丁

IH］

＊

宰

＊

＊

＊

一
〇
〇
っ

8



ヨ

人　　　名 1 写 経 歴 1 期 丑 期 皿 期 位階と所属もしくは身分 写経歴

／　　　　　　　　＼

{文注記の（1）

�Q解

天
王
○

璽
τ

里
六
～

天
平
勝
宝

同
五
～
八

A B C D E F G H 1 J K L M N 0 P Q R S T u

／　　　　　　　　　＼

{文注記の（5）

�嚔

天
平
神
護

＼　　　　　　　　　　／

年
以 玉 二

〇

元
～

歳
元年 2年 2年 2年9月 4年 4年 4年 4年8月 6年 6年 6年且2月 6年閏 6年閏 6年閏 ア年 7年 ア年 7年 ヲ年 8年 8年 ＼　　　　　　　　　　／

～
宝

前 年 年 四
年

6～ア月 6、10月 7、11月
　、
E年4月 正～3月 6～7月 7～H月

　～
c年、月 2、且2月 蒲 　～

囈ND月
12月、

V年4月
12月、7
N4月つ

12月、

V年2月 2、⊃月 2～3月 4月 4、6月 ア月 8、12月 10月
亀

120　十市正月

P21下村主日足
P22甘良辰長

｝

@△

　参
F 1　．

1白丁　　　　　　一

P白丁　　　　　　　一

P白丁

1

123出田東麻呂

P24刑部縄麻呂
P25安宿造立万呂

P26赤染広庭
k27幽閑奴麻呂
P28　中臣船万呂

P29　国造伯万呂

＊ ＊

．
「

＝△

鼾
｡
　
ム
＝
△
　
△
＝
△
一
　
△ @参

：
　
参
一

：
幽
「
．
Q

1
白
丁
　
　
　
：
1
白
丁
1
白
丁
1
白
丁
　
　
　
：
1
白
丁
1
白
丁
　
　
　
：
1
白
丁

：
1
　
＊
：
　
＊
一

130刑部足嶋
P31大伴石橋
P32徳足人　　　　　　一

：
　
一
「

@△
�｢一 ＝

1

：
．
　
雫

1白丁　　　：1白丁1白丁　　　：：
：
・

133鬼室編次 ＊ ＊ ホ
　
＊
．

一

参　一

Q
．参． 参 ○． ○． 参

○
．

二大初上→従8下散位　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　一 　
＊
一

L34吉師広人
P35山部宿禰針間万呂

P36道守朝臣二足

P37　中臣諸立
@＊
D　1

＝ ＊
＊

：
・
．
一
1
一
一

@参
＝@参　　．

△ 参

参 ○

一

．
　
×
．
　
●

｝
参

皿少目下散位 1・

P・
　
＊
．

皿
139秦忌寸真藤 ＊ 参 1正8上中務省史生

曹 一

皿
140坂本朝臣真嶋

一 ｝

参 ○．
｝

n少初上中務省史生
一

141矢田部布智 参
一

皿大初下散位
一

142大伴智麻呂 参
一

二二初上散位　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　曹

｝　　　　　　　，

143大品乎治 参 皿少初上散位
一

｝
一

一
144秦忌寸八嶋

一 i

参
一

皿
145土師宿禰乙足

一

参
一

一

皿式部省位子　　　　　　　　－

匿

146文忌寸咋麻呂 参 ∬元位大学生
一 一 一

147大県道継 参 丑太政官史生
一 一 雫 雫

｝
148安勅月足 参

一 ㎜　　　騨

149土師宿禰広内 参 豆民部省史生
一 一

一
150額田部人足 参 皿式部省留省

一 一　　　　　　　　　　　　　　　，　　㎜ ， 一 一

151秦忌寸千主 参 参 ∬式部省位子 ＊

一 一 冒 一

152丁目麻呂 ＊ ＊ 参 一参＿ ，○． 参 砂初上竪子式部省書生
一 一 県 曹 ，

一
153佐沼十徳 参 ∬右京職史生

π P 一 一

皿
皿　　　　　　　　　　　一

154秦久世麻呂
胃 L 一

参
一

H（散位）
一

155達沙牛甘 ＊ ＊ ＊ ＊ 参 皿（散位）
一 一 一

一
一 一

156雪浄人
脚 ， 一 一

参
「

｝
曽 ，

五蔭孫　　　　　　　　一
一

157行田舎人直千足 参 皿正8下大学書博士
一 一

一
158手嶋連広成 参 参 皿少初上召継坤宮官｛紫微中台）舎人

， 一 一 ， 一 噂 一

159河内浄成 ＊ ＊ 参 題参 皿正7上散位一一
－ P 一 一

1
1
一

160　高赤万呂 参 ∬大初上式部省書生

乙

O
O
◎
っ



翅
翼
思

人　　　名 写 経 歴 1 1 期 1 皿 期 皿 期 位階と所属もしくは身分 写経歴

／　　　　　　　　　＼ 天 同 同 天 同 ／　　　　　　　　　　＼ 天

本文注記の（1）
王 ＝ 宍 平

勝
五
～ A B C D E F G H ［ J K L M N 0 P Q R S T u 本文注記の（5）

平
神

を参照 ○
年

⊥ ～
二

宝
元

八
歳

を参照 護
～

＼　　　　　　　　　　／ 以 五 ○ ～ 元年 2年 2年 2年9月 4年 4年 4年 4年8月 6年 6年 6年且2月 6年閏 6年閏 6年閏 7年 7年 了年 7年 7年 8年 8年 ＼　　　　　　　　　／ 宝
　 ～ ～ 2～ ～ L2月陶 12月一7 12月一
目11 年 年 四

年
6～ア月 6～10月 7、U月 3年4月 正～3月 6、ア月 ワ～n月 。年D月 つ一L2月 7月ワ ワ年a月 ’年4月 年4月ワ 7年2月 2、）月 2～3月 4月 4～6月 7月 8～12月 lo月

亀

161万昆多智
P62中臣鷹石

＊ ＊

一

：

参
（
・
）
：

参
．
　
：

△ 参 参 ●

：
×

」
皿大野下散位
@　　　　　　　＝

163穂積上呂　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　，

P64史戸木屋麻呂

P65奏日部伯

＊ ＊ ＝
一

：
一

　参　　一

@
参
匿
　
参

」 」
一

166宇智若江
P67陽胡田次　　曹　　　　　　　， ＝ ＝ ：

転
転
　
一 ｝ ： ：

一

　
参
一 縦6上堅子式部省書生　　　　　　　　一

169城上連神徳
一

翻
転
冒

皿

H正8下散位　　　　　　　　－

170鬼室小東人 ＊ ＊

一

参
一

171念林老人 ＊　一 ＊

一 一

● ● 」 ＊

172飛鳥種万呂 ＊ 参
　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

P73大宅川上
@　一

＊ 」 ＝ 二参 1 ：
174民豊川
P75高市水取連老人

P76刑部真綱

・1 ＊ ＊ ：
一

　参P
参
．
　
参

1 ●
△ ：○ 皿従8上散位　：

＊

177美山人長
一

@参
一

参
一

一 一 一

｝
一

178広田連出足
一 一

　
参
冒 　

×
｝

皿大初上竪子式部省書生　　　　　　　　一

179巨重臣麻呂 ＊ ＊ 参
一 一 r 一

180大隅忌寸公足
一

参　’ ∬少初上左大舎人　　　　　　　　一

181並太村主雑物 参 参 参 題○ ○ 参 ○ △ 参 ● 皿正7｝腎子散位皿正7
纈G子　従6ト内竪

一
一

182丸部毛人 参 H少初上散位
一 一 一

183勝宅足
一 一

184山下種老 ＊ ＊

一

題参　　． 参　－ ○ 皿従7上散位　　　　　　　　一

185粟田千足
一 一

　
参
一

一

186　大石毛人 ＊

一

n正8上雅楽合笙師　　　　　　　　一

一

　
参
一 且少初下舎人　　　　　　　　■

188憂目麻呂
一

参　．
一 一

189難万君 ＊ ＊ ＊ ＊ 参
一 － 一

190　山辺千足 ＊ ＊ ＊ ＊ 参 参 ○． 参 ＊

一 一

＊ ＊ 串

一

○
匿 ○ ● 田大初上式部省書生　　　　　　　　－ ＊

－ 一

参　．
一

H元徳式部省書生　　　　　　　　一

193他田豊成
一 一

参
一

194丸部豊成 参 皿舎人 ＊

一 一

195荊国足
－

○ 参 参 ○． 田大初下式部省留省　　　　　　　　－ 零

196丸連白麻呂 ＊ 参
一 － 一 一

197城上連人足　窄　　　　　　　，

冒

参
…

皿正（従）8下散位　　　　　　　　一

198馬砒登道足 ＊

冒

＊ ＊

　
参
一

皿

参 ○
　
●
． 皿正8下式部省書生　　　　　　　　一

199　高向小祖父 ＊ 参 ＊

一

200　大原史角次 ＊ ＊ ＊ ＊ 参
〒 － 一 一

201山ロ忌寸嶋足 参

O
爵

個
O



－

人　　　名 写 経 歴 1 期 1 皿 期 皿 期 位階と所属もしくは身分 写経歴

／　　　　　　　　　＼

{文注記の（1）

天
王

巨
一

里
山

天
平
勝

同
五
～ A B C D E F G H 1 J K L M N 0 P Q R S T u

／　　　　　　　　　＼

{文注記の（5）

天
平
神

を参暉 ○
年

⊥ ～
二

宝
元

八
歳

を参岬 護
～

＼　　　　　　　　　／ 以 五 ○ ～ 元年 2年 2年 2年9月 4年 4年 4ヰ 4年8月 6年 5年 6年12月 6年閏 6年閏 6年閏 7年 7年 7年 7年 7年 8年 8年 ＼　　　　　　　　　／ 宝
　 年 年 四 、 ～ ，～ 、 t2月一 且2月～7 12月坤
目ll

年
6～7月 6～10月 叩～ll月 3年4月 正～3月 6、7月 7～11月 ，年，月 2、［2月 ワ月ワ 年っ月 7年4月 年』月つ 7年2月 ワ～、月 2～3月 4月 4～6月 甲月 8～12月 田月

亀

202狛法人
Q03一注記郎
Q04秦毛人
Q05雄藩豊嶋
Q06布利乙麻呂
Q07桧前佐波万呂

Q08　古月足

Q09秦大床

＊

F
　
一
　
＊
．

＝
＊

＊
＝

」
」
：
：

　参　　闇

@参
@参@
参
一
　
参
　
参
　
　
．
　
参
一
　
参
　
　
．

　　　「

P　． 雫
○
．

（参） 参 ○、 参 ●
．
．

皿少初下散位
@　　　　　　　：

@　　　　　　　＝

@　　　　　　　：　　　　　　　　一

＊
＊

210大友嶋成
Q11布師広田
Q12　飯高豊長

Q13　単二甘

Q14物部召出

　　：　　冒

F＊一

＊

F
：

：
」
．

　参

S
参
　
　
．

1　．

n
［

「

：
：
－

215万昆新太
Q16三宅安万引 二 ：・

参　．

Q
一

217佐夜二人
一

」 ．　： ＝
218私人足

冒 P

　
参
一

■

219　三尾工
一 一

　
参
一

一 一

220二心五百継 参 ● 参 ＊

一 一 一 一 一

221二二寮
一 旧

　
参
一

一

222倉橋部秋庭
一 一

　
三
一

一

223礒部宮癒　　　曹　　　　　　　曹

一 一

参
一

－

224壬生美与曽
一 一 －

225比呂広麻呂
一 匿 一

参
一

226宇治浄日麻呂　　曽　　　　　　　曹

” 一 曹 雫 一

227椋汗血生成　　　雪　　　　　　　　　　　，　　　　　　　曹

r 一

　
参
一

一

228辟田在嶋　　雫　　　　　　　，

　
参
一

皿
－

一 一

△ △． H造寺司未選　　　　　　　　一

230　山辺君諸公 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○． ▲． 窒

一

一
231井門臣二二 ＊

一

一

○
－

232忍坂友依 ＊ ＊ ○ 参 ○．
噌　　， r 一

233忍坂部乙綱
一

○
胃

234漢浄麻呂 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○
一

一

235網羅連国方 ＊

一

一
○． 参 ● 皿大回下散位　　　　　　　　一

，

○
一

237大伴名継 ○ 皿元位位子
， 一

脅 一

○
一

239依羅国栖
一 一 ■ 一

○ 参
一

240美玉連船長
一

＊ ＊

■ 一

○． 参 ○ 参 ○ 皿大初上散位　　　　　　　　一

241山田高貞
Q42大窪牛甘

一 一 ■ 一

一
参
参

△
〈

一

。o

n

qo
ﾝ



〔
装
蹟
〕

慮
e
遡

　
　
　
　
　
　
　
〔
校
生
〕

赴
爬
思
郷
叶
昏
梱
地
区

人　　　名 写 経 歴 1 期 皿 期 1 皿 期 1位階と所属もしくは身分 写経歴

／　　　　　　　　　＼ 天 同 同 天 同 ／　　　　　　　　＼ 天

本文注記の（1）
エ 二 天 平

勝
五
～ A B C D E F G H 1 J K L M N 0 P Q R S T u 本文注記の（5）

平
神

を参照 ○
年

Σ 圭 宝
元

八
歳

を参照 護
～

＼　　　　　　　　　　　／ 以 五 ○ ～ 元年 2年 2年 2年9月 4年 4年 4年 4年B月 6年 6年 6年12月 6年閏 6年閏 6年閏 7年 7年 7年 7年 7年 8年 8年 ＼　　　　　　　　　　／ 宝
晶 、 ～ 2、 ～ 且2月、 12月、7 12月～
目1」 年 年 四

年
6㌔7月 6～10月 9～n月 3年4月 正、3月 6、’月 一㌔ 詞 コ年。月 2、【2月 ワ月？ 7年5月 7年4月 年4月ワ 7年2月 2－5月 2～奪月 4月 4、6月 ．月 8、L2月 10月

亀

243念林二成
一 一

△． ＊

244㈱船宏大長
一 一

△ 皿少初上舎人　：：
．245㈱下浄人

一 一 L

○
一246福当倉主

一

● 参．
｝247春日根継

一

●

248定木人当（正）
一 一 － 一

　
●
． 皿冠位舎人

］
［

249三二連家麻呂 ＊ ＊ ＊ ×

1囲綾部忍国
r

△ （経師39参解）

2㈱張兄麻呂 零 　＊ ●
一

r

（経師55参暉）　　　　　　　　一1
3　荊二足 ＊ Q． ▲

一

参 ○ ○． IH大同下右大舎人　　　　　　　　一

一

4　河内漢三隅田 ●． △ 1白丁
『5　里人百貫

■

＊ ○
　
△
一

一

1大竹下右大舎人　　　　　　　　一

6㈱宗形若麻呂
π

参
一 一

一

7㈱能登臣忍人 　＊ ＊ ホ 　＊
D

△ （参〉　　一 参 （○） ○ 参 参 ○ 参 1従7卜右大舎人皿正ワ
g（ト）左（右）大舎人　　　　　　　　一

8　石田部二足 Q
　
△
一

一

In品位図書寮装漬　　　　　　　　一

9経）大友路万呂 ● （経師92参照） ＊

一 － － 一

10　阿刀水通
一

1大初出散位　　　　　　　－
一

11㈱長江匹田越万呂 参 1少初ト早手璽装漬∬少
演ｺ伊豆国史サ

＊

一 ， 一 一

12秦忌寸東人　　　，　　　　　　　雫　　　一

＊ ＊ 　＊
ｽ

参 ．（参） 参 砂初上散位砂三下同
一13粟田五百足 参 ＊

－ 匿

14秦百足
L 一

皿15㈱難千依
r 一

皿大初上坤軸官（紫激中台冶人

16新田部鳥万呂 ＊ 参
一

一

1
117六人部荒角 ＊ ＊ ＊ （O） 皿史生

1齢上毛野二方麻呂
一

（参） Q ．○．
一

1（経師57参躍）

2醐宗形若麻呂 X （装漬6参照）
曹 冒 一 －

3　上村主馬養 ＊　． ＊ ＊ （参） △
｝

（参）　　一
参 ．（Q） 1五皿従8下散位

4　宮門日野万呂
一

△
一 9　　　曽

1坤宮官（紫倣中台）未選

5　田辺史岡万呂
一

（参） Q
一

1∬元位右大舎人

6　安宿造主麻呂
一

（参） Q
○
一 参

1坤宮官（鰍中台沫選且宮舎人　　　　，　　　　　　　曽

r

7　三国真人広山 （参） ○ ○ 参 1尤位坤宮官（紫徽中台）

ﾉ人五少初下同
｝ 一

皿
8　岐連清人

一

（参） ○
　
●
一 1元位坤宮官（紫徽中台）

ﾉ人皿岡式部省位子
｝9　大網清人 （参） ○ 1司未選

一
辱

一10下道吉備 （参） △ ○ 1司未選
一

一 一11翼翼大（牛）養
一

△
○
一

－

1大初星散位
一12文岡主

○
一

一 冒 一

1坤宮官（紫徴中台）未選　　　　　　　　－

一

13　用聞万呂 × 1舎人
匿

一 一 一

14尺度合羽
一 一

△
「

一 7 －

1少田下散位　　　　　　　一
i

15韓国村麻呂 〈 1司未選

卜
爵

噂
O



ヨ

　人　　　名

本文注記の（1）

を参照

一16三尾人成
17　茨田連弟麻呂

18粟田老
19　新田部伊賀万呂

20土師諸君
21伊勢人麻呂
22　坂上忌寸東人

23物部首位浪
24　自在人

25安宿長麻呂
26齢阿刀連乙麻呂

27紀朝臣主人
28　巨勢首村国

29　津守宿禰長川
30　坂上忌寸小疑麻呂

31武久史国上
32　次田連広名

33蟹田毛人
34齢長江亀田越下呂

35働難千依

36齢丸部臣豊人

37巨木真人
38　因幡国造田作

39　和久勝土蛙

40伊賀沓石足
41．日置浄足

42弓削口広
43下道懐刀
44船殿主
45㈹能登臣忍人

46　阿刀人成
47　赤染（常世）人足

48鉱山月足
49秦太万籏

50借馬百依
51額田人成
52⑳岡日佐大津

53齢船連大長

54三聖心継
55　下　人

写 経 歴

天
平
一
〇
年
以
前

＊

同
二
～
一
五
年

＊

同
一
六
～
二
〇
年

＊

＊

天
平
勝
宝
元
～
四
年

＊

＊

同
五
～
八
歳

＊

＊

1

A

元年

6～7月

B

2年

6㌔10月

C

2年

7一・11月

D

2年9月

3年4月

皿

E

　4年

正～3月

o

F

4年

5～7月

　
　
　
り

参
参
参
参
参
参
参
参
参

G

4年

7～ll月

参

H

4年s月

5年5月

参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参

皿

1

6年

2㌔12月

J

年
～
月

6
2
7

参

参

参

K

6年12月

7年5月

）
）
Q
△

（
（

L

6年閏
12月～

7年4月

M

6年閏
12月～7
年4月ワ

N

6年閏
12月～

7年2月

参

参
参
参
参
参
画

。

7年

2～b月

P

7年

2～3月

Q

7年

4月

R

7年

4～6月

Q

Q
O

s

年
月

ア
　
7

T

8年

S～12月

U

8年

10月

，　と　　もしくは身分

本文注記の（5）

を参照

一1大初下右大舎人

H少初上右大舎人

写経歴

天
平
神
護
～
宝
亀

皿坤宮阜（紫微中台）脅人→大初下
左大舎人皿従8．卜左（右）大舎人

皿大樹下腿医官（日田中台）舎人

IZ位坤下官〔紫徽中台〉舎人

（経師229参照）

皿少墜下舎人
皿少初上竪子左大舎人

豆式部省嚢外位子

皿正7上竪子左大舎人

皿正8下竪子右大舎人

∬少初上召継散位

皿少初上二宮官（紫激中台〉舎人

（装漬11参照）

（装漬15参照）

（経師192参照）

皿太政官史生

1舎人皿正8下散位

1従8上散位
1大輔上散位皿中務省史生

（装漬7参照）

（経師4参照）

（経師244参照）

＊

8

㊤
O
N



天平宝字年間における経師・装漬・校生の動向

註（
1
）
小
稿
で
は
、
経
紙
（
見
写
料
・
表
紙
料
）
が
一
〇
〇
〇
〇
張
を
超
え
る
も
の

　
を
大
規
模
写
経
と
見
な
し
て
お
く
。

（
2
）
以
下
で
は
、
一
覧
表
に
示
し
た
写
経
に
つ
い
て
は
、
A
～
U
の
写
経
と
略
称

　
す
る
。

（
3
）
主
な
写
経
の
名
称
の
み
を
あ
げ
る
と
、
天
平
宝
字
元
年
の
金
剛
寿
命
陀
羅
尼

　
経
六
二
〇
巻
・
諸
仏
集
会
陀
羅
尼
三
四
〇
〇
巻
書
写
、
同
二
年
の
四
分
律
三
部

　
一
八
0
巻
書
写
、
同
四
年
の
最
勝
王
経
一
部
一
〇
巻
・
宝
星
陀
羅
尼
経
一
部
↓

　
0
巻
・
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
一
聖
書
写
、
灌
頂
経
一
部
↓
二
巻
・
梵
網
経
一
部

　
二
巻
書
写
、
同
七
年
の
十
一
面
経
三
一
巻
・
孔
雀
王
究
経
七
巻
・
陀
羅
尼
集
経

　
二
巻
書
写
、
華
厳
経
一
部
八
○
巻
書
写
、
心
経
一
〇
〇
〇
巻
書
写
な
ど
。

（
4
）
以
下
、
典
拠
と
し
た
文
書
の
名
称
は
、
原
則
と
し
て
『
大
日
本
古
文
書
』
（
編

　
年
文
書
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
、
一
九
〇
一
～
四
〇
年
、
東
京
大
学
出

　
版
会
復
刻
）
、
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
（
正
集
・
続
修
・
続
修
歌
集
。
東
京
大
学

　
史
料
編
纂
所
編
纂
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
～
九
四
年
）
に
従
い
、
括

　
歯
内
に
正
倉
院
文
書
の
種
別
と
巻
次
、
『
大
日
本
古
文
書
』
の
巻
・
ペ
ー
ジ
を

　
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）
た
だ
し
、
二
部
人
主
と
丸
尋
人
万
呂
は
同
一
人
か
と
す
る
。

（
6
）
宮
内
庁
書
陵
部
頒
布
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
礫
写
真
。
以
下
も
同
じ
。

（
7
）
書
上
帳
に
は
、
当
方
万
呂
と
太
草
の
書
写
巻
数
が
そ
れ
ぞ
れ
七
巻
、
二
〇
巻

　
と
あ
る
の
に
対
し
、
写
上
注
文
に
は
「
十
余
三
」
「
廿
塾
長
二
」
と
あ
る
の
は
、
余

　
り
の
分
を
差
し
引
い
た
七
巻
、
二
〇
巻
を
書
上
帳
に
記
し
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
は
、
塁
上
注
文
に
見
え
る
1
0
鋼
重
伊
賀
万
呂
、
6
3
尾
張
広
足
、
8
8
秦
忌

　
寸
豊
穂
な
ど
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

（
8
）
た
だ
し
、
差
毛
人
と
広
田
毛
人
は
同
一
人
か
と
す
る
。

（
9
）
C
の
写
経
の
書
上
帳
に
は
、
毛
人
は
千
手
千
眼
経
一
二
巻
（
う
ち
一
巻
は
一

　
八
張
）
・
薬
師
経
二
巻
（
二
六
張
）
、
広
浜
は
千
手
千
眼
経
五
巻
・
薬
師
経
一

　
巻
（
二
二
張
）
・
新
絹
索
経
九
巻
（
一
七
一
張
）
を
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
た
こ
と

　
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
帳
に
は
、
書
写
し
た
経
巻
の
紙
数
は
千
手
千
眼
経
の
一

　
部
と
、
薬
師
経
、
新
羅
受
認
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
千
手
千
倉
井
新
羅

　
索
薬
師
経
装
漬
充
書
造
経
帳
（
続
々
修
八
ノ
三
、
十
三
ノ
四
↓
九
～
四
二
〇
）

　
に
よ
る
と
、
千
手
千
早
経
の
巻
毛
紙
数
は
、
七
月
二
十
↓
日
頃
ま
で
は
一
四
張
、

　
そ
れ
以
降
は
一
六
張
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
計
算
す
る
と
毛
人

　
は
二
二
〇
張
（
一
M
W
⊥
T
一
ら
Q
X
　
卜
σ
⊥
T
一
①
×
一
一
）
、
広
浜
は
二
六
〇
張
（
＝
×
b
。
＋
一
①

　
×
ω
＋
富
＋
霜
一
）
と
な
る
。
布
施
申
請
文
案
に
は
、
C
の
写
経
に
先
行
す
る

　
B
の
写
経
の
事
績
と
の
合
計
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
参
加
し
た
毛

　
人
の
事
績
を
金
剛
般
若
経
書
生
等
雲
上
帳
（
続
々
修
八
ノ
十
一
、
十
三
ノ
四
六

　
三
～
四
六
九
）
よ
り
求
め
る
と
、
三
二
巻
の
書
写
で
四
一
六
張
（
針
鼠
＝
二
張
）

　
と
な
り
、
合
計
は
六
三
六
張
と
な
っ
て
布
施
申
請
文
案
の
も
の
に
一
致
し
、
広

　
浜
の
場
合
は
二
六
五
張
で
あ
る
か
ら
近
似
す
る
。

（
1
0
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
柳
雄
太
郎
「
『
十
日
本
紀
』
の
編
纂
関
連
史
料

　
正
倉
院
文
書
孝
謙
天
皇
詔
勅
草
に
つ
い
て
　
　
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
〇
〇
、

　
一
九
七
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
1
1
）
布
施
申
請
文
案
で
は
四
〇
〇
〇
張
、
校
張
で
は
四
〇
一
〇
張
と
あ
る
。
布
施

　
申
請
に
際
し
て
、
端
数
分
の
一
〇
張
が
削
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
2
）
各
写
経
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
主
に
ω
の
項
に
示
し
た
史
料
に
拠
っ
て
い
る
。

　
各
写
経
の
研
究
を
示
す
と
、
A
…
宮
崎
健
司
「
藤
原
仲
麻
呂
と
般
若
心
経
」
（
『
史

　
聚
』
二
八
、
↓
九
九
四
年
）
、
B
～
D
”
松
田
誠
一
郎
「
光
明
皇
太
后
不
愈
と

　
唐
招
提
寺
木
彫
群
」
（
『
仏
教
芸
術
』
一
五
八
、
一
九
八
五
年
）
、
宮
崎
健
司
「
天

　
平
宝
字
二
年
の
写
経
事
業
　
　
七
月
四
日
内
相
宣
写
経
を
中
心
と
し
て
　
　
」

　
　
（
『
古
代
文
化
』
四
一
ノ
九
、
一
九
八
九
年
）
、
同
「
天
平
宝
字
二
年
の
写
経

　
　
　
慈
訓
と
慶
俊
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
堅
田
修
士
『
日
本
史
に
お
け
る
社
会

29566



男山本幸

　
と
宗
教
』
所
収
、
文
栄
堂
書
店
、
一
九
九
一
年
）
、
拙
稿
「
天
平
宝
字
二
年
に

　
お
け
る
御
願
経
・
知
識
経
書
写
関
係
史
料
の
整
理
と
検
討
」
（
『
正
倉
院
文
書
研

　
究
』
1
・
2
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
、
九
四
年
）
、
E
～
H
”
拙
稿
「
天

　
平
宝
字
四
～
五
年
に
お
け
る
一
切
経
の
書
写
　
　
関
連
史
料
の
整
理
と
全
体
像

　
の
検
討
　
　
」
（
『
南
都
仏
教
』
五
九
・
六
〇
、
一
九
八
八
年
）
、
同
「
光
明
皇

　
太
后
崩
後
の
藤
原
仲
麻
呂
政
権
　
　
周
忌
斎
一
切
経
書
写
事
業
の
検
討
を
通
し

　
て
　
　
」
（
直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
『
古
代
史
論
集
』
中
、
所
収
、
塙

　
書
房
、
一
九
八
八
年
）
、
1
”
横
田
拓
美
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
石
山
寺
の
造

　
営
と
大
般
若
経
書
写
」
（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
『
石
山
寺
の
研
究
』
一

　
切
経
篇
、
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
、
K
・
L
・
N
…
栄
原
永
遠
男
「
奉

　
写
大
般
若
経
所
の
写
経
事
業
と
財
政
」
（
『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
一

　
四
、
一
九
八
0
年
）
、
T
　
栄
原
永
遠
男
「
天
平
宝
字
八
年
に
お
け
る
御
願
大

　
般
若
経
の
書
写
　
　
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
と
関
連
し
て
　
　
」
（
亀
田
隆
之
先
生

　
還
暦
記
念
会
編
『
律
令
制
社
会
の
成
立
と
展
開
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
八
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
当
該
期
の
写
経
を
概
観
し
た
も
の
に
福

　
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
」
（
同
氏
著
作
集
二
『
寺

　
院
建
築
の
研
究
』
中
、
所
収
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
。
初
出
は

　
一
九
三
二
年
）
、
井
上
薫
『
奈
良
朝
仏
教
史
の
研
究
（
再
版
）
』
（
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
七
八
年
。
初
版
は
一
九
六
六
年
）
三
四
九
～
三
六
四
ペ
ー
ジ
、
藤
本
昌
子

　
　
「
藤
原
仲
麻
呂
と
道
鏡
　
　
写
経
事
業
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
（
『
学
習
院
史
学
』

　
八
、
一
九
七
一
年
）
、
写
経
期
間
な
ど
の
表
示
を
行
な
っ
た
も
の
に
薗
田
香
融

　
　
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
（
序
説
）
　
　
間
写
経
の
研
究
　
　
」
（
日

　
本
宗
教
史
研
究
会
編
・
日
本
宗
教
史
研
究
4
『
救
済
と
そ
の
論
理
』
所
収
、
法

　
蔵
館
、
↓
九
七
四
年
）
が
あ
る
。

（
1
3
）
写
経
期
間
を
六
等
分
し
た
の
は
、
写
経
へ
の
途
中
参
加
・
退
出
の
基
準
を
え

　
る
た
め
で
あ
っ
て
、
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
1
4
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
平
宝
字
二
年
に
お
け
る
御
願
経
三
六
〇
〇

　
巻
の
書
写
　
　
全
体
像
の
把
握
の
た
め
に
　
　
」
（
投
稿
中
）
で
検
討
を
加
え

　
た
。

（
1
5
）
岸
俊
男
「
生
埋
吉
備
麻
呂
の
計
帳
母
家
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
『
日
本
古
代
籍

　
帳
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
。
初
出
は
一
九
六
五
年
）
の
復
原

　
に
よ
る
。

［
小
稿
は
一
九
九
一
年
度
本
学
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
］
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